
項目 設問 平均点

１．教育理念並びに教育目標が明示されているか 3.7

２．教育目標は卒業時の到達がよみとれるものになっているか 3.5

３．教育理念・目標などが教職員・学生等に周知がなされているか 3.6

４．各学科の教育目標は、業界のニーズに向けて方向付けられているか 3.4

今後の課題と方策

１．目的等に沿った運営方針が策定されているか 3.6

２．運営方針に沿った事業計画が策定されているか 3.4

３．運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されいるか、有効に機
能しているか

3.7

４．人事、給与に関する規定等は整備されているか 3.3

５．教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか 3.6

６．業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか 3.3

７．教育活動に関する情報公開が適切になされているか 3.8

８．情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3.4

今後の課題と方策

１．カリキュラムは教育目標が反映されているか 3.5

２．カリュキュラムは体系的に編成されているか 3.5

３．歯科医療業界の状況に応じて、カリキュラムの見直し等がなされているか 3.5

４．授業評価の実施・評価体制はあるか 3.4

５．職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか 2.5

６．成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか 3.7

７．教育目標の達成に向け、授業を行うことができる要件を備えた教員を確保
しているか

3.4

８．教職員の教育指導力を向上させる研修を行っているか 2.9

今後の課題と方策

（３）教育活動

課題①コロナ禍で外部講師を呼ぶことが難しく思う。新しい技術などを学生になかなか見
せられないのは残念に思う。
方策①新型コロナウィルスの感染分類も５類に引き下げられれば、外部講師に講演・指導
頂くもことも可能になって来ると思います。

一般社団法人島根県歯科医師会立　島根県歯科技術専門学校

令和5年度　自己評価

4：適切　　３：ほぼ適切　　2：やや不適切　　１：不適切

（１）教育理念・目標

課題①業界のニーズとのマッチングをどこまで捉えているのか
方策①歯科技工士（ＤＴ）も歯科衛生士（ＤＨ）もそれぞれ業務のあり方が変わりつつあ
る。現在ＤＴのチェアサイドでの業務も厚労省で検討中、ＤＨは高齢者施設での他職種と
の連携が要求されている。医療現場の流れを把握して教育目標の設定を更新して行く予定
です。

（２）学校運営



１．就職率の向上が図られているか 3.7

２．資格取得率の向上が図られているか 3.4

３．退学率の低減が図られているか 3.1

４．卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用され
ているか

3.2

今後の課題と方策

１．進路・就職に関する支援体制は整備されているか 3.6

２．学生相談に関する体制は整備されているか 3.6

３．学生に対する経済的な支援体制は整備されているか 3.4

４．学生の健康管理を担う組織体制はあるか 3.6

５．保護者と適切に連携しているか 3.8

６．卒業生への支援体制はあるか 3.5

７．高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組みが
行われているか

3.0

今後の課題と方策

１．施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3.2
２．学内外の実習施設、インターンシップ等について十分な教育体制を整備し
ているか

3.6

３．防災に対する体制は整備されているか 3.1

今後の課題と方策

１．学生募集活動は、適正に行われているか 3.8

２．学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか 3.5

３．学納金は妥当なものとなっているか 3.5

今後の課題と方策

１．予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか 3.5

２．財務について会計監査が適正に行われているか 3.6

３．財務情報公開の体制整備はできているか 3.4

今後の課題と方策

（６）教育環境

（７）学生の受入れ募集

（８）財務

（４）学習成果

（５）学生支援



１．法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか 3.8

２．個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 3.3

３．自己評価の実施と問題点の改善に努めているか 3.5

４．自己評価結果を公開しているか 3.8

今後の課題と方策

１．学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 3.2

２．生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか 3.7

今後の課題と方策

（９）法令等の遵守

（10）社会貢献・地域貢献


